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指 

導 

目 

標 

１ 指数関数及び対数関数について理解し、関数

についての理解を深めさせる。 
２ 指数関数及び対数関数を、具体的な事象の考

察に活用できるようにさせる。 

指 

導 

計 

画 

１ 指数の拡張 ……………………… ２時間 

（本時はその１時間目） 
２ 指数関数 ………………………… ２時間 
３ 対数とその性質 ………………… ２時間 
４ 対数関数 ………………………… ３時間 
５ 常用対数 ………………………… ２時間 
  問題演習 ………………………… ２時間 

主 題  指数の拡張 

目 標 
１ 指数法則が成り立つように、０や負の数の指数を定義し、さらに累乗根の意味から有理数

の指数へと拡張子して指数計算の有用性を理解させる。 
２ 指数法則を用いて、累乗の計算が正確にできるようにさせる。 

課 題  自然数の指数について、指数法則の予習をしておく。 

学 習 活 動 時間 指 導 上 の 留 意 点 評価の規準・観点等 

導 

入 

１ 指数法則の確認をする。 
２ 本時の目標及び学習内容 
を確認する。 

 ５ ・指数は文字を掛け合わせ 

 た個数であることを確認 

する。 

・学習内容を想起し、意欲的 
 に理解を深めようとしてい 
 る。＜関心・意欲・態度＞ 

展 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開 

１ ０や負の整数を指数にも 
つ累乗を定義する。 

 
２ 練習２を用いて指数法則

の確認をする。 
 
３ 累乗根についての説明を

聞く。 
 
４ 練習４の⑴～⑶を解き累

乗根の性質の一部を確認す

る。 
 
５ 有理数の指数についての

説明を聞く。 
 
 

 ５ 
 
 

 ５ 
 
 

１５ 
 
 

 ５ 
 
 
 

１０ 

・掛け合わせた個数に注目

して定義する。 
 
・指数法則の有用性に注意 
しながら説明する。 

 
・正の数の正の累乗根を扱

うことに注意する。 
 
・平方根の計算と対比させ

て、計算時の注意事項を

説明する。 
 
・掛け合わせた個数にも注

目させる。 
・指数法則の有用性に注意 
しながら説明する。 

・０や負の整数の指数の定義 
を正しく理解している。 

      ＜知識・理解＞ 
・指数法則を適切に用いて解

を求めることができる。 
＜表現・処理＞ 

・累乗根の定義を正確に理解

し、適切に処理している。 
＜知識・理解＞ 

・正しい筋道に従って解を求 
 めることができる。 

＜表現・処理＞ 
 
・指数を分数にまで拡張する

ことに魅力を感じることが 
 できる。 
 ＜数学的な見方や考え方＞ 

本 
 
 
 

時 
 
 
 

の 
 
 
 

指 
 
 
 

導 
 
 
 

過 
 
 
 

程 

整 

理 

１ 本時のまとめをする。 
２ 次時の学習内容と課題を 
 確認する。 

 ５ ・拡張した指数法則につい

てまとめ、課題を指示し 
確認させる。 

・積極的に課題に取り組む姿 
 勢が見られる。 
   ＜関心・意欲・態度＞ 
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